
No. 質問項目 質問内容 回答内容

1
仕様書
P1

4 支援対象者について、
生活困窮世帯、または市が支援の必要性を認めた者とあり
ます。過去の事例でどのような方が対象となりましたか。

支援対象者は仕様書４（１）に提示した生活困窮世帯が
原則である。
しかし、新規保護世帯となった家庭や、他課からの情報
提供で発覚した家庭が、様々な問題から週１回程度でも
家庭から離れた生活をした方がよいとケース会議で判断
され、年度途中から支援対象者として学習支援に参加し
た過去の事例がある。
過去の事例では会場の参加人数及び定員を踏まえて途中
参加者の会場を調整したため、学習支援員の増員の必要
はなかった。

2
仕様書
P2

学習支援員（受託者）とご家庭との連絡方法について、
これまでどのような方法で実施してきましたでしょうか。

個々の学習支援員と家庭間のやり取りはなく、受託者の
代表１名と家庭間でやり取りを行う。連絡方法は、お互
いの携帯電話の番号を共有した上での電話連絡、または
SMSを利用した連絡を実施している。

3
仕様書
P2

夏期集中講座、冬期集中講座の実施について、
会場は、市で指定されている会場以外でも実施は可能で
しょうか。

受託者の提案する企画において、市及び受託者間で協議
を行い、夏期集中講座及び冬期集中講座をより効果的に
行うことができると認められる場合は、指定会場以外を
利用することは可能である。
ただし、市内公共施設であれば施設利用費用の負担が発
生しないことを踏まえ、会場の費用負担が発生する場合
は受託者が負担するものとする。
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4
仕様書
P2

夏期集中講座・冬期集中講座について、
学習の要素を取り入れたレクリエーション活動とは、これ
までどのような活動を行っておりましたでしょうか。

学習の要素を取り入れたレクリエーションは、参加者の
気分転換や参加者同士の交流を目的として行っており、
チームを作って相談しながら、楽しんで解ける問題を使
用している。
具体的には、丸火自然公園内でのウォークラリーの
チェックポイントに時事問題や化学反応式を用意して係
数などの数字を答えさせる問題や、質量の単位であるグ
ラム（g）と体積の単位であるミリリットル(ml)を水を
使って関連付けて水の重さを答えさせる問題など、試験
問題を解くのとは違う形での学習を体験している。

5
仕様書
P2

送迎について、
過去3年間で対象者がおりましたでしょうか。
対象者がいた場合に人数を教えていただきたいです。
帰りは、保護者のお迎えはありましたでしょうか。
安全面の考慮や、普通自動車免許第二種取得者による送迎
が必要なども教えていただきたいです。
また、公共交通機関（タクシー等）の利用をしてもよろし
いでしょうか。

学習支援参加者で送迎利用者は過去3年間で以下の通りで
あった。
令和７年度：19人（うち中学３年生18人）
令和６年度：19人（うち中学３年生12人）
令和５年度：８人（うち中学３年生８人）
実際に参加者でどれだけの人数が送迎を利用するかは各
年度の参加者による。
また、概ね送迎利用者は帰りも利用することが多いが、
日によって保護者の迎えなども事前に連絡があれば柔軟
に対応している。
送迎については仕様書１０（４）及び１４（６）イのと
おりであり、二種免許は必須ではない。また、タクシー
等の公共交通機関を利用することは妨げないが、費用は
受託者が負担すること。



6
仕様書
P2

6（5）オンラインによる学習指導について、
市の教育委員会が配布しているタブレット端末にインス
トールされている通信アプリを教えていただきたいです。

通信アプリは「Microsoft Teams」である。市の教育委
員会が配布しているタブレット端末にそれ以外の通信ア
プリはなく、また、追加で通信アプリの導入をすること
はできない。

7
過去3年の各会場における学習支援員の人員配置につい
て、具体的な会場名と配置人数を教えていただきたいで
す。

学習支援員の配置人数はその日の学習支援参加人数に
よって変わるため、過去3年の各会場における学習支援員
の人員配置の具体的な数字を回答することはできない。
過去3年の各会場における学習支援員の最大配置人数は回
答できるが別表のとおりである。

8
過去3年の参加人数（登録人数）の実績について、
参加していたお子さんの学年と人数を会場別に教えていた
だきたいです。

別表のとおりである。

9

各会場の設備・備品について、
ホワイトボード、ホワイトボードマーカー、Wi-Fi等の設
備及びその他備品等はどのようなものが設置されておりま
すでしょうか。

各会場にホワイトボードは常設されているが、ホワイト
ボードマーカーは常設ではないため施設職員より貸与さ
れる必要がある。
また、各会場に無線設備はないが、隣接する部屋に設備
があり、これを利用することは可能。ただし、フリー
Wifiではないため、利用するためには各会場管理者に利
用申請をする必要がある。

10
過去3年の年間実施回数は、何回実施されていますでしょ
うか。
また、夏期、年末・年始の休暇等はありますでしょうか。

別表のとおりである。
仕様書７（１）のとおり学習支援事業は土日祝休日は行
わなれない。また年末年始等の会場の開館都合により行
われない日もある。



11
仕様書
P2

夏期集中講座、冬期集中講座について、
R7年度の学習指導とレクリエーションの実施時間の実績
をご教示ください。

以下のとおりである。
＜夏期集中講座＞
学習指導：10:15-12:15（2時間）
レクリエーション：13:30-15:20（1時間50分）

＜冬期集中講座＞
学習指導：9:40-11:40（2時間）
レクリエーション：13:10-14:20（1時間10分）

12

仕様書
P5
10事業の実施体
制（2）イ

「また市から、会場、会場参加者の様子の確認及び学習指
導を目的として学習支援員1名を学習支援会場に派遣する
ため、それを踏まえ必要な学習支援員を拠点及びサテライ
トに配置すること」とありますが、市からの学習支援員様
は週どのくらいの頻度でご支援に入られますでしょうか。

週２回程度の頻度を想定している。実際には参加者の人
数及び特性に応じて柔軟に対応する想定である。

別表

R5
岩松 田子浦 鷹岡 青葉台 吉永 教育プラザ WORX富士

支援員（最大配置） 3 4 3 2 2 5 2
登録人数 3 5 3 3 2 8 8

学年
中学３年生
高校１年生

中学３年生
高校１年生

中学３年生
高校１年生

中学３年生
高校１年生

中学３年生
高校１年生

中学３年生
中学１年生
中学２年生

実施回数 44 46 25 28 37 175 41

会場名



R6
岩松 田子浦 吉原 広見 吉永 教育プラザ

支援員（最大配置） 7 4 5 4 4 4
登録人数 11 9 12 9 7 13

学年
中学３年生
高校１年生

中学２年生
中学３年生
高校１年生

中学１年生
中学２年生

中学３年生
高校１年生

中学１年生
中学２年生
中学３年生

中学３年生

実施回数 41 48 45 46 42 217

会場名

R7
富士北 広見 富士南 吉永 岩松 教育プラザ

支援員（最大配置） 6 4 3 3 4 5
登録人数 12 11 7 7 11 10

学年
中学１年生
中学２年生

中学３年生
高校１年生

中学１年生
中学３年生
高校１年生

中学３年生
中学３年生
高校１年生

中学３年生

実施回数 27 33 34 34 34 169

会場名


